
別表８　アテヌアータ系　Table 8. Attenuata ser ies

赤字は重複名を避けるための加字、またはラテン語形語尾の訂正。

十二の巻 明日香の巻 アルマジロ イグアス 生駒の雪

一反木綿 王松の松 大巻 外帝 怪竜

カレン 黄鳥（きちょう）の松 恐竜 巨松の雪 (=巨松の松?) 剣竜の巻

コアラの巻 琥珀・ワイド・バンド サイケ城 霜降り 霜降ゼブラ

シモフリワイドバンド ジャクソン 十二の霜 十二の墨斑 十二の鷹

十二の爪 十二の塔 十二の光 十二の巻白縞斑 十二の巻白糊縞斑

十二の巻墨斑 十二の巻錦 十二一重 十二富士 鍾乳石
3）

白十二 白蝶 (しろちょう）
1)

白蝶の輝
2) 白布ワイドバンド十二の巻 新十二の光

スーパー霜降り スーパーゼブラ スター＆ストラップス 青磁十二の巻 星林（佐藤）

星連道 ゼブラ ゼブラ白縞斑 ゼブラ白帝 ゼブラ錦

ゼブラ雪重 大星雲 大雪山 大ゼブラ錦 大白裳

大白裳錦 大白星 チャイニーズホワイト 超極太白縞十二の巻 超太縞十二の巻

超太縞十二の巻錦 チョベリバ ドーナツ十二の巻 特太縞十二の巻 特太縞十二の巻錦

トップヌー(ダ) ド 白銀の巻錦 白鳥 白鳥の松 白帝の巻

白林 白竜（YA）の巻 春の淡雪 春の潮（佐藤） ビッグウイング（YA）

冬の巻 鳳凰 鳳凰錦 鳳凰の光 鳳凰白帝

星の林 ホワイトフラッシュ 巻雪 松の巻 松の夢

幻の巻 マリエ モザイクの巻 雪重の巻 雪重の松

リバーシブル 離別ゼブラ 離別の巻 竜剣 瑠璃の巻

老林 ワイドバンド

2)： チャイニーズホワイトの異名。 3)： 斑入りは「白銀の巻錦」

８-B.  H . attenuata　十二縞群以外のH. attenuata。 X印は無効名 (特徴のない庭園雑種。品種ではない）。

輝の松 X 小石川の園 大白星

８-C.　クラリペルラ群 （「松の雪」の仲間）　H. Clariperla Gp　（H. clariperla Haw. Plutos Vale）

松の雪 王松の雪 湖上の雪 高嶺の松 霜夜の星 (＝摩耶の雪)

霜雪 摩耶の雪

８-D.　H. fasciata　X印は無効名 (原種から識別できるほどの差異はない）

X 明日香の雪 鶏冠の雪

８-A.　十二縞群（「十二の巻」の仲間、雑種含）　H. attenuata Jūnish ima Gp (Variants of 'Jūni-no-maki', incl. hybrids)

1)： ”白蝶”を”はくちょう”と読む例はない。｢玉扇」と同じ事例であろう。｢白鳥」との混乱を避けるためにも読みは”しろちょう”とすべき。

なお、「十二の巻」の品種名は次の通り、本来は「カエスピトサ」だと思われる。

また｢松の雪」の仲間はすべてH. calriperla なので、そのグループ名は『クラリペルラ群』 (Clariperla Gp. ICNCP Art. 21.5.) と
なる。

アテヌアータ系には「十二の巻」類と｢松の雪」類という二つの主要群があるが、品種名からは判別困難である。特に1960年
代ころに関西の半素人集団(一般には権威者とされているが、分類学的には全くの素人）が命名したものの中には「OOの
雪」とか「XXの松」とかいう名が付いていても実際は「十二の巻」群ということが多く、これらの表のとおり、非常に混乱てい
る。

しかし「十二の巻」という名は国際的にすでに広く使われている一方、「カエスピトサ」または「オドノグーエアナ」
（'O'donoghueana') という名が「十二の巻」の園芸名として使われることはほとんどない。したがって ICNCP Art 29A.1. (or
29.2.) が適用される事例と思われ、｢十二の巻」 (Jūni-no-maki') を正名 (accepted name) とすべきである。

 H. attenuata 'Caespitosa'  ICNCP Art 21.5.  Basionym: H. fasciata v. caespitosa Berger 1908,  Das Planzenreich (Engler)

またグループ名は品種名と同一ではいけないので （ICNCP Art 22A.1.)、｢十二の巻」類のグループ名を 『十二縞群』
(Jūnishima GP) とした。 (”十二巻”という語は中国ではハオルシアの属名、”十二巻属”に使われている。）

｢松の雪」は形態も産地（Plutos Vale)も他のH. attenuata とは異なっており、別種 H. clariperla と考えられる。


